
『住んでて良かった鋼2町内会』を目指して 福祉の支え合い活動 

〜〜“ふれあい会食会”から“助け合いネット鋼2”そして『見守り支え合い』〜〜 

 
三つの活動 

① ふれあい会食会 

② 助け合いネット鋼② 高齢者・障害者世帯への暮らしの支援・お手伝い 

③ 高齢者・障害者などの見守り訪問・相互見守り支え合い活動 

 
１．『高齢者ふれあい会食会』から『助け合いネット鋼②』 

  「在宅一人暮らし」あるいは「日中高齢者のみ」世帯を対象に「ふれあい会食会」 
川崎市高齢者ふれあい活動助成をうける 

対象者の数が多くなく、 
会食会スタートは、近隣町内会ではもっとも後発と

なった 
 
参加人数・対象者数の多少に振り回されるのではな

く、少ないからこそできることを考える 
・ 一人一人に声が届きやすい 
・ 日常の様子が分かりやすい 
＊会食会案内（資料 ①） 

 
たとえば＞ 
お品書きを作って 

脳トレ 穴あきソングシートなど、参加する

レクを演出 （資料②） 
おしゃべり時間を大切にした 

毎回 地域包括支援センターに協力依頼して 
レクリエーション、福祉ひとことインフォメ

ーションなどをしてもらい 
地域包括支援センタースタッフと高齢者との顔見知りの関係作りをすすめる 
公的機関との関係の『敷居を下げる』活動 

すると 
一人暮らし高齢者の困りごとなどが聞こえてくる 

「部屋内の電灯、蛍光管を替えたいのだけど」 
「資源回収に新聞などを出したいが、持ち運び出せない」 
「家の回りの片付け」 

資料① 

資料② 
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資料料③ 



2．『ふれあい会食会』『助け合いネット鋼②』から『見守り・支え合い活動』へ 

2011年秋 
夏頃から、各地から孤立死 無縁死の報道 
町内会の地域で孤立死、無縁死が発生 2件 
 
民生委員が行っている見守り世帯訪問などの活動では、 
・ 地域は、どこに見守り・支援を必要する世帯があるかを知っている 
・ しかし近づかない；関わりたくない 
・ 近所つきあいの難しさ 
・ 守秘義務：ゆがんで一人歩きする個人情報保護法 
孤軍奮闘の民生委員の活動を支えよう:民生委員活動の地域化 

・ 民生委員活動の地域化とは 
（１） 民生委員が担っている活動を地域住民が知っていること 
（２） 民生委員の活動に協力できる関係 
（３） 民生委員の活動と地域が連携できる関係がある 

民生委員が積極的に地域の社会資源を活用できる 
 

町内会長に「神奈川県地域支え合い活動モデル調査研究事業 募集」の情報が入り、応募 
2011年11月 町内会役員会に提案 
神奈川県と契約書締結 2011年3月までの契約期間 
・事業委託の主旨は、「モデル事業の実施によって「支え合い活動」の結果を出すこと」であっ

たが、神奈川県は「システムを作る」という主旨で了解をしてくれた 
2012年1月 第1回町内会員説明会 

案内チラシ・説明会報告「町内会たより」 資料④ 説明会 資料④ 



３． 見守り支え合い活動のシステム 〜〜具体的な形づくりを追いながら〜〜 

相互見守りの『コア』と定期見守り訪問 
 
2012年2月 参加希望アンケート 

・ 「町内会たより」（毎月1回発行会員配布）で、全戸周知を図る 
・ 趣旨説明のチラシを配布 
・ 参加者希望アンケートチラシ、アンケート用紙を配布（資料⑤） 

＊主旨説明チラシ、希望アンケート 
 
2012年3月 
アンケート結果報告と実施直前説明会、意

見交換会を開催 
・ アンケート結果に基づく、参加シ

ートの整理をし、台帳にする 
・ 相互見守りのコアの作成する 
・ 従来の区画ごとの『部』ではなく、

ご近所で日常にようすに目が届き

やすい範囲で編成する。資料⑥ 
 
2012年4月 形式的なスタート 

・ コアによる見守りをスタートする

が、まだ日常的に目的意識的な活

動にはならないままのスタートと

なった 
2012 年 6 月 相互見守りコアで、顔合わ

せ茶話会 
＊ 顔合わせ茶話会を開催（写真） 
＊ 毎月 10 日、25 日 訪問見守り活動を

スタート 

資料⑤ 



＊ 町内会長、民生委員、福寿会役員 町内会役員による訪問 
 

＊ 見守り連絡シート 資料⑦ 
見守り訪問のようす（写真）  

ウィンドブレーカーを作成 
 

 
 
 
 

 
 

資料⑥ 
相互見守りコア 

資料⑦ 



ウィンドブレーカーを来て訪問活動の姿を通じて、訪問見守り活動が地域に浸透していく・理解の

「輪」が広がる 
・ 訪問見守りを待ってくれている人 
・ 『また来たの!？』から、変化 
・ 見守り訪問に拒否的な人には、距離を保つ 
・ 「入院するから･･･」「しばらく留守にするから」と事前に連絡をくれて、活動への理解が広がって

いる 
・ 町内会未加入のやや拒否的であった人から「裏の家の家族の姿が見えないけど」と、活動への理解、

近隣への関心が広がっている 
・ 「町内会に私も入れて下さい」と新規加入 
・ 「いつもありがとう」と行事にカンパ、届け物をして下さる方など町内会活動への関心が喚起され

ている 
 
2013年6月 

・ 定期見守り訪問に地元警察・交番から参加 見守る側のネットワークへの動き 
 

2013年７月 
・見守り活動一周年 コアごとの茶話会・経過説明会 
 
４−（１）．『鋼2見守り支え合い活動』の特徴 

① 互いに見守り、異変に気づいたときに連絡するルートをはっきりさせた 
・『見守る』『見守られる』の関係ではなく、皆が参加して、それぞれの役割で参加できる 

② 高齢者に限らない、日常の暮らしのできごとも話題にし、町点検活動につながる 
③ 『会食会』『助け合いネット鋼②』『見守り支え合い活動』の枠を越えて、町内会の他の活動へ

連なっている 
④ 民生委員の活動を支え、一緒に考える活動としていくこと目指している 
⑤ 地域としての『福祉力をはぐくむ』ことを意識した動きを意図している 

 
 

４−（２）『鋼2見守り支え合い活動』の成果と効果 

① 2件の病院、施設措置の対応があった。孤立死に至る前に 
・ 1件は、訪問で発見 
・ 1件は近隣、本人からの訴え 

② 子どもの泣き声にも反応があった 
③ 見守りグループ『コア』の中で仲良し、風通しの良さを作り出している 
④ 福祉・健康の相談、関心が広がり、活動への理解が広がった。 
⑤ 行事的活動の時にも、福祉的配慮の目線が出てきている。 
⑥ 地震災害避難訓練では、車いす利用による避難などの訓練実施ができた。問題点が見えてくる。 
⑦ リーダーと専門職の関係 地域支援・在宅福祉推進専門機関との関係が作られてきている 
 
 
５．まとめにかえて 

① 町内会員のそれぞれの力・願いを福祉力に組織するということ 
② 町の中の従来の活動に、福祉的観点を意識した構成を考えるようになる 

＊新たに作り出すのではなく、福祉的視点を加えていくということ 
 
 


